
作業環境測定の結果の周知について

１ 作業環境測定結果の周知の方法
（例）
・ 作業場の見やすい場所への掲示
・ その他、労働者が容易に取り出せる場所へのファイルの備え付け
・ 産業医に対する情報提供を促す

２ 掲示等の内容
・ 作業環境の評価結果（管理区分）
※ 個人サンプラーによる測定を行った場合は、測定対象者にその結果を通知する

（参考）
ILO156号勧告「空気汚染、騒音及び振動に起因する作業環境における職業性の

危害からの労働者の保護に関する勧告」（1977年）において
「労働者は作業環境の測定の記録等を利用し得る機会が与えられるべきである」
とされている。

周知のあり方

参考7-8
（再配布）


